
うゆ るえ

　　～みんなと楽しく学びましょう ! ～～みんなと楽しく学びましょう ! ～

　　　　　　　「しみず学園」　「しみず学園」

モォ～ッと
「飲んで」「食べて」
牛乳・乳製品！

特集特集

写真写真  みんなで ＭＩＬＫ 飲んで・食べて 消費拡大プロジェクトみんなで ＭＩＬＫ 飲んで・食べて 消費拡大プロジェクト

３３
20222022

広報しみず広報しみず
ゆう・えるゆう・える

「 まちに気づく まちを築く とかち清水　「 まちに気づく まちを築く とかち清水　～想いをミライに繋ぐまち～ ～想いをミライに繋ぐまち～ 」」

HIMIZUHIMIZUSS
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牛乳・乳製品を購入の方に牛乳・乳製品を購入の方に
もう１本（個）プレゼント！もう１本（個）プレゼント！

酪
農
の
町
と
し
て

町
内
各
団
体
が
連
携
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

・牛乳２本購入ごとにもう１本 ！・牛乳２本購入ごとにもう１本 ！
・乳製品１０００円以上購入ごとにもう１個 !・乳製品１０００円以上購入ごとにもう１個 !

 　　 　　　　　 　モォ～ッとモォ～ッと　
　「飲んで」「食べて」牛乳・乳製品 「飲んで」「食べて」牛乳・乳製品 ！！

ま
ち
ぐ
る
み
で

牛
乳
消
費
拡
大
に
取
り
組
む

  

全
道
３
位
の
生
乳
生
産
を
誇
る
酪
農
の

町
で
あ
る
清
水
町
。
令
和
２
年
度
に
は
、

町
内
で
14
万
５
千
ト
ン
の
生
乳
を
生
産
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
末
、
牛
乳
や
乳
製
品
の
原
料
と
な

る
生
乳
が
余
り
、
約
５
千
ト
ン
の
廃
棄
が

懸
念
さ
れ
る
事
態
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
因
と
し
て
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
飲
食
店
向
け
の
需

要
減
や
、
冬
休
み
で
学
校
給
食
の
休
止
に

伴
う
消
費
量
の
減
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
、
全
国
で
の
消
費
拡
大
運
動
や

乳
製
品
加
工
施
設
の
稼
働
率
引
き
上
げ
等

で
、
生
乳
廃
棄
は
回
避
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
、
春
休
み
に
よ
る
学
校

給
食
の
休
止
、
ま
た
季
節
的
に
生
乳
生
産

が
増
え
る
春
を
迎
え
る
な
ど
、
需
要
と
供

給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
だ
安
心
は
で
き

期間中、町内飲食店による期間中、町内飲食店による

「牛乳ウェルカムドリンク」と「牛乳ウェルカムドリンク」と

「お通しチーズ」を無償提供！「お通しチーズ」を無償提供！

　　牛乳・乳製品購入の方に　　牛乳・乳製品購入の方に
　　キッチンカーで　　キッチンカーで
　　ホットミルクなどを無償提供！　　ホットミルクなどを無償提供！

昨
年
末
に
懸
念
さ
れ
た
生
乳
大
量
廃
棄
の
事
態
か
ら
約
３
カ
月

春
先
ま
で
は
ま
だ
安
心
で
き
な
い
状
況
が
続
く
と
予
想

な
い
状
況
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
清
水
町
と
し
て
も
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
の

取
り
組
み
を
す
べ
く
、
Ｊ
Ａ
十
勝
清
水
町

が
中
心
と
な
り
、
１
月
22
日
か
ら
、
牛
乳・

乳
製
品
の
消
費
拡
大
を
進
め
る
「
み
ん
な

で 

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ 

飲
ん
で
・
食
べ
て 

消
費
拡

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
３
月
31
日
ま
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

氷見 隆雄氷見 隆雄  組合長組合長
ＪＡ十勝清水町ＪＡ十勝清水町

『
生
産
者
の
想
い
や
苦
労
を

　無
駄
に
し
な
い
た
め

　牛
乳
消
費
拡
大
に
力
を 

』

　　
昨
年
末
に
懸
念
さ
れ
て
い
た
生
乳
の

廃
棄
は
回
避
さ
れ
ま
し
た
が
、
５
月
頃

ま
で
は
安
心
で
き
な
い
状
況
で
す
。　

　
乳
牛
は
毎
日
搾
乳
す
る
必
要
が
あ
り
、

生
産
抑
制
は
困
難
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
と
し
て
、
生
産
者
の
想
い
や
苦

労
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、
牛
乳
消

費
拡
大
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
、
町
全
体
で
消
費
拡
大
の
機
運
を
高
め

る
た
め
、
町
を
は
じ
め
町
内
各
団
体
と
協

力
し
て
、
約
２
か
月
間
に
わ
た
る
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
消
費
者
の
皆
様

に
は
、
あ
ら
た
め
て
牛
乳
・
乳
製
品
の
美

味
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。  

　
毎
週
土
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
毎
回
牛
乳
６
０
０
本
、
乳
製
品

は
６
０
０
個
程
度
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
日

に
よ
っ
て
は
終
了
時
間
前
に
牛
乳
が
売
り

切
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
会
場
に
訪
れ
た
人
は
、「
イ
ベ
ン
ト
の

こ
と
は
チ
ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
知
っ

た
。
牛
乳
２
本
を
買
っ
て
１
本
無
料
は
と

て
も
お
得
。
牛
乳
・
乳
製
品
は
料
理
な
ど

に
よ
く
使
用
す
る
。
牛
乳
廃
棄
は
私
た
ち

消
費
者
に
と
っ
て
も
看
過
で
き
な
い
問
題

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
機
会
に

い
つ
も
よ
り
少
し
多
く

「
飲
ん
で
」「
食
べ
て
」

だ
と
思
う
の
で
、
消
費
拡
大
に
協
力
し
た

い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
消
費
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
機
会
に
、

牛
乳
・
乳
製
品
を
い
つ
も
よ
り
少
し
多
く
、

「
飲
ん
で
」「
食
べ
て
」
み
ま
せ
ん
か
？イベント会場には牛乳・バター・チーズ等イベント会場には牛乳・バター・チーズ等

約 20 種類程度の商品が用意されています。約 20 種類程度の商品が用意されています。

特集特集

ＪＡ・町・商工会・観光協会・牛乳消費拡大推進連絡会議がＪＡ・町・商工会・観光協会・牛乳消費拡大推進連絡会議が
協力して町を挙げてプロジェクトを推進。協力して町を挙げてプロジェクトを推進。

只野観光協会長只野観光協会長

阿部町長阿部町長 氷見組合長氷見組合長
残間商工会長残間商工会長

みんなでみんなでＭＭ
ミルクミルク

ＩＬＫＩＬＫ        飲んで・食べて         飲んで・食べて 
消費拡大プロジェクト！消費拡大プロジェクト！

３月３１日
まで

開催中！

※都合により中止になることもあります。※都合により中止になることもあります。

　開催店舗はポスター・ミニノボリが目印 ！　開催店舗はポスター・ミニノボリが目印 ！

■■開催日開催日　３月 19 日（土）　３月 19 日（土）
      　　　　　　　　　３月 26 日（土）      　　　　　　　　　３月 26 日（土）
■場 所　サツドラ十勝清水店■場 所　サツドラ十勝清水店
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 横スペース横スペース
■時 間　10：00～14：00■時 間　10：00～14：00

●主催　ＪＡ十勝清水町　●共催　清水町、清水町商工会、清水町観光協会、●主催　ＪＡ十勝清水町　●共催　清水町、清水町商工会、清水町観光協会、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水町牛乳消費拡大推進連絡会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水町牛乳消費拡大推進連絡会議

■■開催日開催日　３月 19 日（土）　３月 19 日（土）
      　　　　　　　　　３月 26 日（土）      　　　　　　　　　３月 26 日（土）
■場 所　役場御影支所ロビー■場 所　役場御影支所ロビー
■時 間　10：00～14：00■時 間　10：00～14：00

牛乳・乳製品購入の方に牛乳・乳製品購入の方に
牛乳牛乳200200  ml をプレゼント！ml をプレゼント！ あと

 ２回！

開催は御影

御影

清水
清水

お得！

美味
  しい♪

第２弾→第２弾→
ポスターポスター
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【つくりかた】

①じゃがいもの皮に切れ目を入れて水から火にかけて茹でます。

　  水からゆっくり加熱することで風味が保たれ水っぽくなりにくいです。

② 柔らかく煮えたらマッシャーでしっかり潰します。

　   熱いうちにしっかり潰すと、滑らかな仕上がりに。

③ フライパンに、バター 、 すりおろしにんにくを入れて中火にかけます。

④ にんにくの香りが立ってきたら 「牛乳」を加え、少し温めます。

⑤ 細かく刻んだ 「モッツアレラチーズ」 と「とろけるチーズ」 を加え溶かします。

　   混ぜながらしっかりと溶かしてください。

⑥ マッシュしたポテトを加え、全体がしっかりと混ざるようによくかき混ぜます 。

⑦ 粘りがでてきたところで、ヘラを持ち上げて伸び具合をチェック！

   　ヘラを持ち上げて 「わぁ」 っと声があがったら完成です。

⑧ お好みでブラックペッパー やパセリを加えて仕上げてください。

牛乳レシピ ！牛乳レシピ ！ 「みんなでミルクを飲もう ！ 」消費拡大プロジェクトに協力、消費拡大プロジェクトに協力、
町内事業者にインタビュー ！町内事業者にインタビュー ！

　「牛乳ウェルカムドリンク」「お通しチー
ズ」として、牛乳消費拡大プロジェクト
から牛乳・チーズを無償提供いただき、
お客様にお出ししていますが、とても好
評で喜ばれています。
　同事業が今後の消費拡大へつながって
ほしいですね。牛乳は普段から料理に活
用することが多いので、新たな牛乳レシ
ピを考案してみようかなと思っています。

「このイベントが今後の牛乳消
　費拡大につながってほしい 」

喫茶グレイス喫茶グレイス

森本 則代森本 則代  さんさん

　清水高校には、週３回程度来校して、
パンを販売しています。
　２月から始まったパン購入者への牛乳
の無料配布は、育ち盛りの高校生の皆さ
んにとって、栄養の面からも、とても良
い取組みだと思います。
　パンと牛乳の相性も抜群です。生徒の
皆さんも喜んでいるので、ぜひこれから
も続けていただけたらと思います。

「パンと牛乳の相性は抜群、
　これからも続けてもらえれば」

じゅん＆まきじゅん＆まき
小野てるみ 小野てるみ さんさん（写真左）（写真左）

どさんこ食材ハンターみーやんさんのどさんこ食材ハンターみーやんさんの

のび～るマッシュポテト♪のび～るマッシュポテト♪
牛乳と十勝清水にんにく de牛乳と十勝清水にんにく de

【材料】【材料】

■じゃがいも　　　　　　　２００ｇ■じゃがいも　　　　　　　２００ｇ

■モッツアレラチーズ　　　１００ｇ■モッツアレラチーズ　　　１００ｇ

■とろけるチーズ　　　　　　６０ｇ■とろけるチーズ　　　　　　６０ｇ

■牛乳　　　　　　　　　　　８０ml■牛乳　　　　　　　　　　　８０ml

■バター　　　　　　　　　　２０g■バター　　　　　　　　　　２０g

■にんにく（すりおろし）　 １～２片■にんにく（すりおろし）　 １～２片

■ブラックペッパー　　　　　適宜■ブラックペッパー　　　　　適宜

■パセリ　　　　　　　　　　適宜■パセリ　　　　　　　　　　適宜

  町内飲食店で開催中 ！   （３月３１日まで）

「牛乳ウェルカムドリンク」「お通しチーズ」

　　　　　清水高校生に大好評 ！
 パンの購入者に牛乳をプレゼント ！

牛乳ウェルカム
ドリンクをどうぞ！

牛乳・チーズも
いただけて満足！

パンと一緒に
牛乳も飲んでね！

 牛乳
大好き！

地域おこし協力隊　中田幹悟さん地域おこし協力隊　中田幹悟さん

竹田颯汰さん竹田颯汰さん
（２年生）（２年生）

脇本春希さん脇本春希さん
（２年生）（２年生） 大川皓星さん大川皓星さん

（２年生）（２年生）

　町図書館では牛乳消費拡大プロジェ
クト期間中の３月 31 日まで、「牛乳を
知ろう飲もう食べよう」をテーマに牛
乳や乳製品に関連した本の展示してい
ますので、ぜひご利用ください！
■お問い合わせ　図書館（☎ 62-3030）

 　牛乳の
レシピ本等を
　展示中！

グレイスさんで
はテイクアウト
のお弁当にも牛
乳200ml をつけ
てくれるそうで
す♪（３月31日
まで。数がなく
なりしだい終了）

牛乳は、町牛乳
消費拡大推進連
絡会議が無償提
供。提供初日と
なった２月２日
には阿部町長が
高校生に牛乳を
手渡しました。

この他の牛乳・乳

製品レシピはイベン

ト会場 (サツドラ十

勝清水店横スペー

ス・役場御影支所

ロビー）で配布して

います ！

みーやんさんから

おすすめポイント

　「Aligot」（アリゴ）は、 にん

にくの香りが追いかけてくる

マッシュポテトです。

　「おうちごはん」を盛り上げ

る一品に ！ ホットプレートで保

温しながら食べると、 のびる

感が長持ちします。お肉や

パンと一緒にどうぞ ♪

図書館
からも！

動画レシピは動画レシピは
こちらから！こちらから！

阿部町長阿部町長

村越司書村越司書
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どさんこ食材ハンター
　　　みーやんさん

北海道フードマイスター
の資格を持ち、産地の
農水産品を活用する「料
理研究家」兼「出張料
理人」として活躍中！
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『最前線』からの報告『最前線』からの報告

清水消防署の　清水消防署の　
火災出動件数火災出動件数　12 件　12 件 救助出動件 救助出動件 数  10 件数  10 件

風水害出動件数風水害出動件数 23 件 23 件 救急出動件 救急出動件 数 数 321 件321 件

警戒出動件数 26 件警戒出動件数 26 件

あなたを救うあなたを救う 119119

　
総
務
省
消
防
庁
が
令
和
４
年
１
月
に

　
総
務
省
消
防
庁
が
令
和
４
年
１
月
に

発
表
し
た
「
令
和
３
年
版
消
防
白
書
」

発
表
し
た
「
令
和
３
年
版
消
防
白
書
」

に
よ
り
ま
す
と
、
令
和
２
年
中
の
全
国

に
よ
り
ま
す
と
、
令
和
２
年
中
の
全
国

の
火
災
発
生
件
数
は
３
万
４
千
６
９
１

の
火
災
発
生
件
数
は
３
万
４
千
６
９
１

件
で
、
１
日
あ
た
り

件
で
、
１
日
あ
た
り
9595
件
発
生
し
た
こ

件
発
生
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

と
に
な
り
ま
す
。

　

種
別
ご
と
に
み
る
と
建
物
火
災
が

　

種
別
ご
と
に
み
る
と
建
物
火
災
が

１
万
９
千
３
６
５
件
で
火
災
全
体
の

１
万
９
千
３
６
５
件
で
火
災
全
体
の

5555
・
８
％
を
占
め
、
放
火
を
除
く
建
物

・
８
％
を
占
め
、
放
火
を
除
く
建
物

火
災
の
う
ち
住
宅
火
災
は
１
万
５
６
４

火
災
の
う
ち
住
宅
火
災
は
１
万
５
６
４

件
で
前
年
比
５
０
６
件
増
加
し
て
い
ま

件
で
前
年
比
５
０
６
件
増
加
し
て
い
ま

す
。
す
。

　
建
物
火
災
の
出
火
原
因
は「
コ
ン
ロ
」

　
建
物
火
災
の
出
火
原
因
は「
コ
ン
ロ
」

が
第
１
位
で
、次
い
で
「
た
ば
こ
」「
電

が
第
１
位
で
、次
い
で
「
た
ば
こ
」「
電

気
機
器
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

気
機
器
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
火
災
に
よ
る
死
者
は

　

す
べ
て
の
火
災
に
よ
る
死
者
は

１
千
３
２
６
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
放

１
千
３
２
６
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
放

火
自
殺
者
な
ど
を
除
く
住
宅
火
災
に
よ

火
自
殺
者
な
ど
を
除
く
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
は
８
９
９
人
で
前
年
と
同
人
数

る
死
者
は
８
９
９
人
で
前
年
と
同
人
数

と
な
り
ま
し
た
。

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の

　

ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の

う
ち
う
ち
6565
歳
以
上
の
高
齢
者
は
６
４
５

歳
以
上
の
高
齢
者
は
６
４
５

人
と
人
と
7171
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
の
死
に
至
っ
た
経
過
別

　

住
宅
火
災
の
死
に
至
っ
た
経
過
別

に
み
る
と
、「
逃
げ
遅
れ
」
が
４
４
８

に
み
る
と
、「
逃
げ
遅
れ
」
が
４
４
８

人
（
全
体
の

人
（
全
体
の
4949・８
％
）
と
最
も
多
く
、

・８
％
）
と
最
も
多
く
、

次
い
で

次
い
で｢｢

着
衣
着
火

着
衣
着
火｣

｢
｣

｢

避
難
後
の
再

避
難
後
の
再

進
入
進
入｣｣

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
本
町
の
令
和
３
年
中
（
１
月
１
日
～

本
町
の
令
和
３
年
中
（
１
月
１
日
～

1212
月月
3131
日
）
の
火
災
発
生
件
数
は

日
）
の
火
災
発
生
件
数
は
1212
件件

で
、
建
物
７
件
、
車
両
１
件
、
そ
の
他

で
、
建
物
７
件
、
車
両
１
件
、
そ
の
他

４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
表
１
】

４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
表
１
】

　
建
物
火
災
の
主
な
出
火
原
因
は
、「
コ

　
建
物
火
災
の
主
な
出
火
原
因
は
、「
コ

ン
ロ
」「
取
灰
」「
堆
肥
」「
車
両
電
気
配
線
」

ン
ロ
」「
取
灰
」「
堆
肥
」「
車
両
電
気
配
線
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
に
よ
る

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
に
よ
る

死
者
は
１
名
、
負
傷
者
０
名
と
な
っ
て
い

死
者
は
１
名
、
負
傷
者
０
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
す
。

　
火
災
は
一
瞬
に
し
て
私
た
ち
の
生
命

　
火
災
は
一
瞬
に
し
て
私
た
ち
の
生
命

や
財
産
を
奪
う
大
変
恐
ろ
し
い
災
害
で

や
財
産
を
奪
う
大
変
恐
ろ
し
い
災
害
で

す
。
し
か
し
、そ
の
原
因
の
大
半
は
「
失

す
。
し
か
し
、そ
の
原
因
の
大
半
は
「
失

火
」
で
す
。
油
断
や
不
注
意
か
ら
火
災

火
」
で
す
。
油
断
や
不
注
意
か
ら
火
災

は
発
生
し
て
お
り
、
未
然
に
防
止
で
き

は
発
生
し
て
お
り
、
未
然
に
防
止
で
き

る
も
の
が
多
い
の
で
す
。

る
も
の
が
多
い
の
で
す
。

　
悲
し
い
結
果
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

　
悲
し
い
結
果
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

普
段
か
ら
防
火
意
識
を
持
ち
、
細
心
の
注

普
段
か
ら
防
火
意
識
を
持
ち
、
細
心
の
注

意
と
気
を
配
り
、
万
が
一
出
火
し
た
場
合

意
と
気
を
配
り
、
万
が
一
出
火
し
た
場
合

も
、
通
報
・
初
期
消
火
・
避
難
の
方
法
を

も
、
通
報
・
初
期
消
火
・
避
難
の
方
法
を

事
前
に
考
え
て
お
く
こ
と
で
、
被
害
の
軽

事
前
に
考
え
て
お
く
こ
と
で
、
被
害
の
軽

減
が
図
ら
れ
ま
す
。
火
災
を
防
ぎ
、
安
心

減
が
図
ら
れ
ま
す
。
火
災
を
防
ぎ
、
安
心

で
明
る
い
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

で
明
る
い
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
機
関
の
行
う
人
命
救
助
と
は
、
火

　
消
防
機
関
の
行
う
人
命
救
助
と
は
、
火

災
・
交
通
事
故
・
水
難
事
故
・
自
然
災
害

災
・
交
通
事
故
・
水
難
事
故
・
自
然
災
害

や
機
械
に
よ
る
事
故
等
か
ら
、
油
圧
式
救

や
機
械
に
よ
る
事
故
等
か
ら
、
油
圧
式
救

助
器
具
等
の
資
機
材
を
用
い
て
そ
の
危
険

助
器
具
等
の
資
機
材
を
用
い
て
そ
の
危
険

　
風
水
害
出
動
と
は
、
暴
風
雨
、
大
雨

　
風
水
害
出
動
と
は
、
暴
風
雨
、
大
雨

又
は
洪
水
等
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た

又
は
洪
水
等
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
人
命
危
険
を
排
除
す
る
た
め
、

場
合
、
人
命
危
険
を
排
除
す
る
た
め
、

避
難
の
介
助
及
び
安
全
確
保
な
ど
被
害

避
難
の
介
助
及
び
安
全
確
保
な
ど
被
害

の
拡
大
を
防
ぐ
活
動
を
い
い
ま
す
。

の
拡
大
を
防
ぐ
活
動
を
い
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
中
の
出
動
件
数
は

　
令
和
３
年
中
の
出
動
件
数
は
2323
件
で
、

件
で
、

前
年
比
で

前
年
比
で
2323
件
増
加
し
ま
し
た
。

件
増
加
し
ま
し
た
。

【
表
１
】　
火
災
発
生
状
況

令和３年令和３年 令和２年 比　  較

火災件数 １２件１２件 13 件 ▲１件
建物火災 ７件７件 ６件 １件

全焼 ３件３件 ３件 ０件
半焼 ０件０件 １件 ▲１件

部分焼 １件１件 １件 ０件
ぼや ３件３件 ３件 ０件

爆発 ０件０件 ０件 ０件
林野火災 ０件０件 ２件 ▲２件
車両火災 １件１件 ３件 ▲２件

その他火災 ４件４件 ２件 ２件
損害額 ３，１５５万円３，１５５万円 2,960 万円 ▲ 195 万円
死者 １人１人 １人 ０人

負傷者 ０人０人 ４人 ▲４人

内　
訳火 

災 

種 

別

内訳
年

全
国
の
火
災
発
生
状
況

全
国
の
火
災
発
生
状
況

清
水
町
の
火
災
発
生
状
況

清
水
町
の
火
災
発
生
状
況

救
助
出
動
件
数

救
助
出
動
件
数

風
水
害
出
動
件
数

風
水
害
出
動
件
数

を
排
除
し
、
安
全
な
場
所
に
救
助
す
る
活

を
排
除
し
、
安
全
な
場
所
に
救
助
す
る
活

動
を
い
い
ま
す
。

動
を
い
い
ま
す
。

　　

令
和
３
年
中
の
救
助
出
動
件
数
は

令
和
３
年
中
の
救
助
出
動
件
数
は
1010

件
で
、
交
通
事
故
が
６
件
、
建
物
事
故

件
で
、
交
通
事
故
が
６
件
、
建
物
事
故

２
件
、
建

２
件
、
建
物
火
災
１
件
、
そ
の
他
１
件
で
、

物
火
災
１
件
、
そ
の
他
１
件
で
、

交
通
事
故
の
出
動
が
全
体
の
約
６
割
を
占

交
通
事
故
の
出
動
が
全
体
の
約
６
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

め
て
い
ま
す
。

『最前線』からの報告『最前線』からの報告

ー 令和３年１月１日 ー 令和３年１月１日 

煙式火災警報器煙式火災警報器

住宅用火災警報器の設置は義務化されています住宅用火災警報器の設置は義務化されています

　

警
戒
出
動
は
、
交
通
事
故
に
よ
る

車
両
燃
料
の
漏
洩
や
火
災
疑
い
の
通

報
な
ど
、
放
置
す
る
こ
と
で
火
災
に

至
る
危
険
性
が
考
え
ら
れ
、
高
速
道

路
上
な
ど
の
救
急
出
動
現
場
で
２
次

災
害
の
防
止
や
救
急
隊
の
活
動
支
援

を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
こ
れ
ら
の

危
険
を
排
除
す
る
活
動
を
い
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
中
の
出
動
件
数
は
26
件

で
、
救
急
支
援
15
件
、
危
険
物
漏
洩

８
件
、
そ
の
他
３
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

令
和
３
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は

３
２
１
件
で
、
急
病
、
一
般
負
傷
、
交

通
事
故
の
３
つ
で
全
体
の
約
８
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
搬
送
人
員
は
３
０
３

人
で
、
前
年
よ
り
16
人
増
加
し
て
い

ま
す
。【
表
２
】

　

高
齢
化
が
進
み
、
出
動
件
数
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
影
響
と
し
て

救
急
車
の
現
場
到
着
時
間
が
遅
れ
る

と
い
う
現
象
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

現
状
、
救
急
車
の
増
加
は
困
難
な

た
め
、「
救
急
車
の
適
正
な
利
用
」
と

「
家
庭
内
で
の
事
故
防
止
」
に
ご
協
力

願
い
ま
す
。

事故種別 火災 交通 労働
災害

運動
競技

一般
負傷

自損
行為 急病 転院

搬送 その他 合計

令和３年令和３年 １件１件 ２０件２０件 ８件８件 ０件０件 ３７件３７件 ３件３件 １８４件１８４件 ６６件６６件 ２件２件 ３２１３２１件件

令和２年 ４件 29 件 ９件 １件 35 件 ２件 134 件 76 件 ６件 296 件
比　較 ▲３件 ▲９件 ▲１件 ▲１件 ２件 １件 50 件 ▲ 10 件 ▲４件 25 件

令和３年令和３年 ０人０人 １８人１８人 ８人８人 ０人０人 ３６人３６人 ２人２人 １７５人１７５人 ６４人６４人 ０人０人 ３０３人３０３人

令和２年 ３人３人 33 人33 人 ９人９人 １人１人 34 人34 人 ０人０人 130 人130 人 76 人76 人 １人１人 287 人287 人
比　較 ▲３人３人 ▲ 15 人人 ▲１人１人 ▲１人▲１人 ２人２人 ２人２人 4545 人人 ▲ 12 人人 ▲１人１人 16 人16 人

出
動
件
数

搬
送
人
員

警
戒
出
動
件
数

警
戒
出
動
件
数

救
急
出
動
件
数

救
急
出
動
件
数

　令
和
３
年
版
消
防
白
書
に
よ
る
と
、
住
宅
火

　令
和
３
年
版
消
防
白
書
に
よ
る
と
、
住
宅
火

災
に
よ
る
出
火
原
因
は
、
①
コ
ン
ロ
②
た
ば
こ

災
に
よ
る
出
火
原
因
は
、
①
コ
ン
ロ
②
た
ば
こ

③
電
気
機
器
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
電
気
機
器
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
８
９
９
人
で
「
逃

　住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
８
９
９
人
で
「
逃

げ
遅
れ
」
に
よ
る
住
宅
火
災
の
死
者
が
４
４
８

げ
遅
れ
」
に
よ
る
住
宅
火
災
の
死
者
が
４
４
８

人
と
最
も
多
く
、
全
体
の

人
と
最
も
多
く
、
全
体
の
４９４９
・
８
％
を
占
め
て

・
８
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
就
寝
時
間
帯
の
死
者
は
３

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
就
寝
時
間
帯
の
死
者
は
３

３
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　就
寝
中
の
火
災
に
早
く
気
づ
き
、
逃
げ
遅
れ

　就
寝
中
の
火
災
に
早
く
気
づ
き
、
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
と
て

を
防
ぐ
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
と
て

も
有
効
で
す
。

も
有
効
で
す
。

　
既
存
住
宅
の
設
置
義
務
化
は
平
成

　
既
存
住
宅
の
設
置
義
務
化
は
平
成
２０２０
年
６
年
６

月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
住
宅

月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
住
宅

用
火
災
警
報
器
普
及
率
は
最
新
の
調
査
で

用
火
災
警
報
器
普
及
率
は
最
新
の
調
査
で

７０７０
・
８
％
で
す
。
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に
も

・
８
％
で
す
。
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に
も

早
急
に
設
置

早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

し
ま
し
ょ
う
。

【表２】　救急件数

　　住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
寿
命
は
長
い

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
寿
命
は
長
い
もも

の
で
約

の
で
約
１１００
年
。
点
検
ボ
タ
ン
や
引
き
ひ
も
を
操

年
。
点
検
ボ
タ
ン
や
引
き
ひ
も
を
操

作
し
て
作
動
し
な
い
場
合
や
、
音
声
又
は
警

作
し
て
作
動
し
な
い
場
合
や
、
音
声
又
は
警

報
音
が
繰
り
返
し
鳴
動
す
る
場
合
は
、
電
池

報
音
が
繰
り
返
し
鳴
動
す
る
場
合
は
、
電
池

又
は
本
体
の
交
換
を
行
い
正
常
に
作
動
す
る

又
は
本
体
の
交
換
を
行
い
正
常
に
作
動
す
る

よ
う
維
持
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
　

よ
う
維
持
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
　

●
問
い
合
わ
せ
先

●
問
い
合
わ
せ
先

　　清
水
消
防
署

清
水
消
防
署

　広
報
調
査
係

　広
報
調
査
係
　　

　　☎☎
６２ ６２ 
‐‐
２
５
１
９

２
５
１
９

電
池
切
れ
や
故
障
に
注
意
を
！

電
池
切
れ
や
故
障
に
注
意
を
！

就
寝
中
の
火
災
が
危
険
！

就
寝
中
の
火
災
が
危
険
！

住宅火災での「逃げ住宅火災での「逃げ
遅れ」を防ぐために！遅れ」を防ぐために！

各出動統計各出動統計
～ １２月３１日 ー～ １２月３１日 ー
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て
か
ら
体
を
良
く
動
か
す
と
、
ぐ
っ

す
り
と
眠
れ
る
よ
う
に
循
環
し
て
い

き
ま
す
。

◆
視
床
下
部
が
育
っ
て
い
く
と

　

視
床
下
部
は
４
歳
頃
に
ほ
ぼ
完
成

し
、
そ
の
後
は
大
脳
（
理
性
や
総
合
的

に
考
え
判
断
す
る
と
こ
ろ
）
が
育
っ
て

い
き
ま
す
。

　
大
脳
を
育
て
る
う
え
で
『
視
床
下
部

が
ス
ム
ー
ズ
に
働
く
こ
と
』
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

◆
視
床
下
部
が
ス
ム
ー
ズ
に
働
く
た
め
に
は

　
脳
や
体
を
休
め
て
修
復
す
る
時
間
が

必
要
で
す
。
修
復
の
際
に
は
、
成
長
ホ

ル
モ
ン
が
午
後
８
時
頃
に
分
泌
さ
れ
始

め
ま
す
。暗
く
静
か
な
環
境
を
つ
く
り
、

眠
り
に
つ
か
せ
る
こ
と
が
体
の
成
長
を

支
え
ま
す
。

◆
生
活
リ
ズ
ム
は
家
族
み
ん
な
で
整
え
る

　
早
く
寝
て
ほ
し
い
の
に
寝
て
く
れ
な

か
っ
た
り
、
大
人
に
つ
ら
れ
て
就
寝
が

遅
く
な
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
も
起
床
時
間
は
遅
く
せ

ず
、
朝
日
を
浴
び
て
体
内
時
計
を
リ

セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。
生
活
リ
ズ
ム
は

体
や
脳
の
成
長
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。

　
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、

昼
も
夜
も
関
係
な
く
眠
り
ま
す
が
、
だ

ん
だ
ん
と
日
中
に
起
き
て
い
る
時
間
が

増
え
、
夜
に
眠
る
と
い
う
生
活
リ
ズ
ム

が
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
人
の
体
は
、
太
陽
の
光
に
合
わ
せ
て

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
昼
は
活
動
、

夜
は
休
む
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。

◆
生
活
リ
ズ
ム
を
作
る
の
は
視
床
下
部

　
脳
の
視
床
下
部
（
食
欲
や
睡
眠
、
体

温
や
血
圧
の
調
節
を
す
る
ホ
ル
モ
ン
を

分
泌
す
る
と
こ
ろ
）
は
生
後
３
か
月
頃

か
ら
働
き
始
め
、
生
活
リ
ズ
ム
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。
視
床
下
部
が
未
熟

な
う
ち
は
、
う
ま
く
リ
ズ
ム
を
つ
く
れ

ま
せ
ん
。
次
の
よ
う
な
大
人
の
お
手
伝

い
が
必
要
で
す
。

① 

朝
日
を
あ
び
る
：
朝
６
時
頃
に
太
陽

の
明
る
い
光
を
あ
び
る
と
、
脳
が
目

覚
め
ま
す
。
朝
日
は
、
お
よ
そ
15
時

間
後
に
眠
り
を
誘
う
ホ
ル
モ
ン
を
出

す
よ
う
に
働
き
ま
す
。
加
え
て
、
着

替
え
や
洗
顔
等
、
皮
膚
や
耳
を
刺
激

す
る
こ
と
で
脳
を
起
こ
し
ま
す
。

② 

朝
食
を
食
べ
る
：
内
臓
が
目
覚
め
ま

す
。
し
っ
か
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
っ

お
子
さ
ん
の
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る
こ
と
は

『
体
や
脳
を
育
て
る
こ
と
』

健康
最前線

遠
藤　

加
奈　

保
健
師

清
水
町
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

清
水
町
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
清
水
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

（
清
水
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

☎
０
１
５
６

　

☎
０
１
５
６--

6969--

２
２
０
０

２
２
０
０

　　

FAXFAX
０
１
５
６

０
１
５
６--

6969--

２
２
０
１

２
２
０
１

相
談
時
間

（
平
日
）

相
談
時
間

（
平
日
）

　

午
前
８
時

　

午
前
８
時
3030
分
～
分
～
1717
時時
3030
分
ま
で

分
ま
で

※
清
水
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
中
で
す
。

※
清
水
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
中
で
す
。

権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を

　　知
っ
て
い
ま
す
か
？

に
業
務
委
託
し
、
平
成
27
年
７
月
に

開
設
し
ま
し
た
。

　
清
水
町
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
等
で
、
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
り
、
契
約
や
財
産
管
理
な
ど
が

困
難
に
な
っ
た
方
の
権
利
を
守
り
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
お
手
伝
い
す
る
相
談
支

援
窓
口
で
す
。

　
誰
も
が
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
『
自

分
ら
し
く
』
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
な
が
ら
、
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

◆
「
不
安
」
が
「
安
心
」
に
な
る
よ
う
に

　
い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
や
心
配
ご

と
は
、「
不
安
」
な
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
が
、「
安
心
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
く

よ
う
に
、
ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

◆
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

　

私
た
ち
は
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中

で
、「
選
ぶ
」「
決
め
る
」「
利
用
す
る
」

と
い
う
事
を
繰
り
返
し
て
生
活
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
『
権
利
』

で
も
あ
り
ま
す
。

　
多
く
の
方
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
で
き
て
い

た
「
選
ぶ
」「
決
め
る
」「
利
用
す
る
」

と
い
う
事
を
、
ひ
と
り
で
は
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

・�「
お
金
の
管
理
が
う
ま
く
で
き
な
い
…
」

・�「
契
約
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
け

ど
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
…
」

・�「
頼
る
こ
と
が
で
き
る
親
族
が
い
な

く
て
、
将
来
が
心
配
…
」

と
い
っ
た
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
が

増
え
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分

ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す

　
こ
れ
ら
の
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と

に
対
し
、
相
談
で
き
る
場
と
し
て
、

町
で
は
、
清
水
町
権
利
擁
護
支
援
セ

ン
タ
ー
を
清
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

福祉福祉のの
          ひろばひろば

伝
統
文
化
体
験
教
室

伝
統
文
化
体
験
教
室

２
月
２
月
1616
日
　
御
影
小
学
校

日
　
御
影
小
学
校

　
御
影
小
学
校
６
年
生

　
御
影
小
学
校
６
年
生
1818
名
が
町
内
文
化
団
体
か

名
が
町
内
文
化
団
体
か

ら
の
協
力
を
得
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験
し

ら
の
協
力
を
得
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　
「
花
を
き
れ
い
に
い
け
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

　
「
花
を
き
れ
い
に
い
け
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
。」、「
た
く
さ
ん
練
習
で
き
て
楽

も
嬉
し
か
っ
た
。」、「
た
く
さ
ん
練
習
で
き
て
楽

し
か
っ
た
。」
と
楽
し
く
日
本
の
伝
統
的
な
文
化

し
か
っ
た
。」
と
楽
し
く
日
本
の
伝
統
的
な
文
化

を
学
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

を
学
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

田田
た し ろた し ろ

代代  光光
ひかるひかる

さんさん

伊伊
い と うい と う

藤藤  紡紡
つ む ぎつ む ぎ

季季さんさん

◆華道◆◆華道◆

◆三味線◆◆三味線◆

書書

卒
業
制
作
授
業

卒
業
制
作
授
業

２
月
２
月
2828
日
　
清
水
小
学
校

日
　
清
水
小
学
校

　
４
月
か
ら
中
学
校
へ
進
学
す
る
清
水
小
学
校

　
４
月
か
ら
中
学
校
へ
進
学
す
る
清
水
小
学
校

６
年
生
の
児
童
が
、
書
写
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

６
年
生
の
児
童
が
、
書
写
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
自
分
の
目
標
等
を
込
め

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
自
分
の
目
標
等
を
込
め

た
四
字
熟
語
を
条
幅
紙
に
書
き
上
げ
ま
し
た
。

た
四
字
熟
語
を
条
幅
紙
に
書
き
上
げ
ま
し
た
。

　
書
き
上
げ
た
作
品
は
卒
業
式
に
展
示
さ
れ
る

　
書
き
上
げ
た
作
品
は
卒
業
式
に
展
示
さ
れ
る

予
定
で
す
。

予
定
で
す
。

道道

感謝の気持ちを
大事にします！

難しかった
けど上手く
書けました

 みんなで
楽しく演奏
できました！

作品テーマは
「いろいろな花」   
    です！

藤藤
ふじもとふじもと

本本 ひびき ひびきさんさん 三三
み う らみ う ら

浦浦  渉渉
わたるわたる

さんさん
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３月号３月号

図書館だより

　昭和 47 年に制作された 16 ミリカラーフィル
ム『豊かなる清水』をＤＶＤで気軽に見ていた
だけるようになりました。工場で働く人々、お
祭りの様子など昭和 40 年代の町の賑わいが伝
わる映像が収録されています。当時を知る方に
は懐かしく、知らない方には郷土の歴史を知る
貴重な資料です。館内「ＡＶコーナー」で視聴
できますので、ぜひ、ご覧ください。

毎月 19 日はしみず読
ど く

書
し ょ

の日

映像でみる 50 年前の清水

中央公民館講座「チャレンジクラブ」中央公民館講座「チャレンジクラブ」

　中央公民館では、小学生を対象に自然遊びや
工作を通して、豊かな心を持つ元気な子どもを
育成することを目的として「チャレンジクラブ」
を実施しています。
　11 月に「図書館探検隊！」と題して、クイ
ズの答えを百科事典から見つけ出し、答えに関
連した本を図書館の中で探しました。１月には
女性連の皆さんと、パラリンピックでも注目さ
れているボッチャやラダーゲッターなどの軽ス
ポーツをして世代を超えて盛り上がりました。
　令和４年度も楽しい企画を予定していますの
で、多くのお子さんの参加をお待ちしております !

冬～  厳しさに生きる  人の中で  共に磨く

冬にスポーツ
「スケート・スキー」で体力づくり

　小学校では、保護者や先生方、地域の方々の
協力をいただいて造成したスケートリンクを
使って、体育の授業でスケートの学習をしてい
ます。中学校では、スキー連盟の方々を講師に
迎え、体育の授業でスキーの学習をしています。
　小・中学校は、北海道・十勝の「冬のスポー
ツ」のスケートやスキーを通して、スポーツを
楽しみながら技能の習得と寒さに負けない体力
づくりに取り組んでいます。
　あらためて、スケートリンク造成にご尽力い
ただいた皆様やスキーの講師としてご協力いた
だきました方々に心から感謝申し上げます。

清水中学校３年生「スキーの授業」清水中学校３年生「スキーの授業」

～スキーが上達し、気持ちよ～スキーが上達し、気持ちよ

く滑走することができました。く滑走することができました。

新着図書からピックアップ

『真夜中のマリオネット』
知念実希人著

　救急医の秋穂は、命を救っ
た少年が自分の婚約者を殺
した連続殺人犯かもしれな
いと知り、医師として治療
を続けるか、立場を利用し

仇を討つか葛藤します。ところが少年は、「僕
は罠にかけられた」と涙ながらに彼女へ無罪
を訴え、二人で真犯人を追うことに…。
　一連の事件の糸を引いているのは誰なのか。
黒幕らしき人物が二転三転し、最後まで息を
つかせぬ展開のミステリーです。

『灰色の評決』　　　　　　　　　犬塚理人著
『警官の道』　　　　　　　　　呉勝浩ほか著
『おわかれはモーツァルト』　　　中山七里著
『人形姫』　　　　　　　　　　　山本幸久著
『ミス・パーフェクトが行く！』　　横関大著
『日本人の宿題』　　　　　　　　半藤一利著
『もう別れてもいいですか』　　　垣谷美雨著
『ミス・サンシャイン』　　　　　吉田修一著
『文藝春秋オピニオン 2022 年の論点 100』（雑誌）
『鎌倉幕府の「謎」を歩く』（雑誌）

御影小学校「スケートの授業」御影小学校「スケートの授業」

～たくさん練習して上手にな～たくさん練習して上手にな

り、体力も向上しました。り、体力も向上しました。

To p i c sT o p i c s （ﾄ ﾋ ﾟ ｯ ｸ ｽ）（ﾄ ﾋ ﾟ ｯ ｸ ｽ）

　　
町
中
央
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習

町
中
央
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習

の
観
点
に
立
ち
、
高
齢
者
の
生
き
が

の
観
点
に
立
ち
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
の
あ
る
人
生
観
の
確
立
と
学
習
活

い
の
あ
る
人
生
観
の
確
立
と
学
習
活

動
を
促
進
す
る
た
め
に
「
し
み
ず
学

動
を
促
進
す
る
た
め
に
「
し
み
ず
学

園
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

園
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
１
７
１
名
の
学
園
生
が
在
籍
し

　
現
在
１
７
１
名
の
学
園
生
が
在
籍
し

て
お
り
、
毎
月
１
回
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
お
り
、
毎
月
１
回
文
化
セ
ン
タ
ー
に

集
ま
り
、
午
前
中
は
学
習
会
、
午
後
か

集
ま
り
、
午
前
中
は
学
習
会
、
午
後
か

ら
は
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ら
は
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

    

令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
学
習
会
の
中

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
学
習
会
の
中

止
や
ク
ラ
ブ
活
動
も
減
少
と
な
り
ま

止
や
ク
ラ
ブ
活
動
も
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
昔
昔
亭
Ａ

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
昔
昔
亭
Ａ

太
郎
さ
ん
の
落
語
や
漫
才
説
法
コ
ン

太
郎
さ
ん
の
落
語
や
漫
才
説
法
コ
ン

ビ
「
シ
ミ
ー
ズ
」
の
漫
才
で
仲
間
と

ビ
「
シ
ミ
ー
ズ
」
の
漫
才
で
仲
間
と

た
く
さ
ん
笑
い
合
い
、
役
場
の
保
健

た
く
さ
ん
笑
い
合
い
、
役
場
の
保
健

師
を
講
師
に
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ

師
を
講
師
に
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ

◆期   間　　　　４月～翌年３月（年 12 回）◆期   間　　　　４月～翌年３月（年 12 回）
◆時   間　　　　９時～ 14 時 30 分◆時   間　　　　９時～ 14 時 30 分
◆対象者　　　　60 歳以上の町民◆対象者　　　　60 歳以上の町民
◆会   場　　　　文化センター◆会   場　　　　文化センター
◆会   費　　　　前期 2,000 円、後期 3,000 円　◆会   費　　　　前期 2,000 円、後期 3,000 円　
◆クラブ活動内容◆クラブ活動内容
　歌謡、手芸、フラダンス、絵手紙、　歌謡、手芸、フラダンス、絵手紙、
　映画鑑賞、いけ花、書道、社交ダンス、　映画鑑賞、いけ花、書道、社交ダンス、
　パソコン、囲碁将棋　など　パソコン、囲碁将棋　など
※ 新型コロナウイルスの影響により、ク※ 新型コロナウイルスの影響により、ク

ラブ活動の開始時期が遅れる可能性がラブ活動の開始時期が遅れる可能性が
あります。あります。

◆令和４年度の開講式日程◆令和４年度の開講式日程
　 ４月 19 日（火）　 ４月 19 日（火）
◆申込先　文化センター（◆申込先　文化センター（☎☎ 62-5115）62-5115）

しみず学園生を募集します！しみず学園生を募集します！

等
、
幅
広
い
分
野
で
学
び
を
深
め
る

等
、
幅
広
い
分
野
で
学
び
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
は
修
学
旅
行
や
バ
ス

　
令
和
４
年
度
は
修
学
旅
行
や
バ
ス

学
習
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

学
習
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
ラ
イ
ブ
や
清
水
町
の
歴
史
に
つ
い

グ
ラ
イ
ブ
や
清
水
町
の
歴
史
に
つ
い

て
学
ぶ
な
ど
、
様
々
な
学
習
会
を
予

て
学
ぶ
な
ど
、
様
々
な
学
習
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

定
し
て
い
ま
す
。

　
学
園
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
月
に

　
学
園
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
月
に

一
度
の
学
習
会
が
楽
し
み
」「
ク
ラ
ブ

一
度
の
学
習
会
が
楽
し
み
」「
ク
ラ
ブ

活
動
で
お
友
だ
ち
と
お
話
し
し
な
が

活
動
で
お
友
だ
ち
と
お
話
し
し
な
が

ら
楽
し
め
る
の
が
良
い
」
な
ど
の
お

ら
楽
し
め
る
の
が
良
い
」
な
ど
の
お

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
学
ぶ
こ
と
、
活
動
す
る
こ
と
、
仲

　
学
ぶ
こ
と
、
活
動
す
る
こ
と
、
仲

間
と
交
流
す
る
機
会
と
し
て
、
し
み

間
と
交
流
す
る
機
会
と
し
て
、
し
み

ず
学
園
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ず
学
園
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【令和４年度　学習会予定】
日程 学習予定 講師等

４月１９日 開講式・町政講演 町長　阿部一男
５月１７日 フォークソングライブ 辻村達夫氏
６月２１日 落語を楽しもう 三笑亭可風
７月１９日 介護施設の現状 せせらぎ荘職員
８月１６日 社会見学（管内） 社会教育課職員
９月１３日 ～ 　　
　　　　　　１４日

修学旅行（網走方面）社会教育課職員

１０月１９日 膝痛予防教室 開西病院職員
１１月１６日 高齢者の交通安全 芽室自動車学校
１２月２０日 清水の歴史を学ぼう 清水郷土史研究会
１月１８日 チョコレートの世界 株式会社明治
２月１５日 漫才で笑顔に！ 漫才説法シミーズ
３月７日 修了式・教育講演 教育指導幹

    

し
み
ず
学
園

し
み
ず
学
園

　
　

～
み
ん
な
と
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
！
～

　
　

～
み
ん
な
と
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
！
～

11 10学習情報　ゆう・える学習情報　ゆう・える 学習情報　ゆう・える学習情報　ゆう・える●「ゆう・える」とは 「ゆう」は、友・YOUから人と人の関わりを大切に和を広げていくことと、遊・ 裕から心のゆとり・やすらぎ、豊かな心を身につけようという意味が込められています。
「える」は、ドイツ語の Leben（生涯）、英語の Life  Long  Learning（生涯学習） のそれぞれの頭文字Ｌ（える）と、日本語の「得る」という意味を持っています。



1313 ShimizuShimizu   MARCH 2022MARCH 2022

　

令
和
２
年
10
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
本
連

載
は
、
こ
れ
ま
で
十
勝
開
墾
会
社
と
渋
沢
栄

一
の
話
題
を
中
心
に
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
月
は
こ
の
テ
ー
マ
の
締
め
括
り
と
し

て
、
会
社
の
歴
史
や
現
地
の
実
務
責
任
者

で
あ
る
農
場
長
の
苦
労
、
小
作
人
の
苦
悩

な
ど
、
も
っ
と
深
く
知
る
た
め
の
資
料
を

い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

・
文
責　

草
野　

和
好

  

（
十
勝
清
水
郷
土
史
研
究
会
）

清
水
歴
史
探
訪

清
水
歴
史
探
訪

［十
勝
清
水
郷
土
史
研
究
会
］
監
修

［十
勝
清
水
郷
土
史
研
究
会
］
監
修

      

『
十
勝
開
墾
会
社
の
基
礎
知
識
』

『
十
勝
開
墾
会
社
の
基
礎
知
識
』

④④                「
語
り
尽
く
せ
ぬ

「
語
り
尽
く
せ
ぬ
艱艱か

ん
な
ん
し
ん
く

か
ん
な
ん
し
ん
く

難
辛
苦

難
辛
苦
」」 【18】【18】

　

我
が
町
の
歴
史
に
は
後
世
に
伝
え
た
い

事
柄
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
次
号
か
ら

の
本
コ
ラ
ム
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
!

「ＨＥＬＬＯ  ＢＡＢＹ」は、６か月から

２歳くらいのお子さんを掲載しています。

希望される方は広報広聴係までお気軽にどうぞ！

写真はメールでも受け付けています！

mail : koho1@town.shimizu.hokkaido.jp

　　　　お兄ちゃんと仲良くね！お兄ちゃんと仲良くね！

篠　

原　

 

綾　

花

ち
ゃ
ん

あ　

や　

か

「広報しみず」に

お子さんの写真を

掲載しませんか？

  ご連絡お待ちしています！  ご連絡お待ちしています！
役場来庁時に、広報広聴係にお声かけ役場来庁時に、広報広聴係にお声かけ
いただければ、その場で撮影します♪いただければ、その場で撮影します♪

　 

哀 

悼

田　
邊　
し
づ
子�

さ
ん　�

御
影
鉄
南

篠　
原　
文　
子�　
さ
ん　�

若
松

横　
山　
壽　
夫�　
さ
ん　�

鉄
南

吉　
田　
一　
栄�　
さ
ん　�

有
明

鈴　
木　
チ　
ヱ�　
さ
ん　�

北
星

髙　
野　
吟　
子�　
さ
ん　�

日
の
出
３

樋　
爪　　　
護�　　
さ
ん　�

竹
葉

遠　
藤　
和　
子�　
さ
ん　�

桜
ヶ
丘
団
地

石　
畑　
節　
子　�

さ
ん　�

下
佐
幌
新
生

山　
下　
米　
子�　
さ
ん　�

文
京

校
の
手
続
き
も
全
部
で
き
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
聞
い
た
。
本
町
も

そ
う
な
れ
ば
い
い
な
と
思
う
。

★
転
入
し
て
き
た
人
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３

回
目
接
種
に
つ
い
て
知
り
た
い
と

思
っ
た
と
き
に
、
広
報
紙
を
見
て

確
認
し
よ
う
と
は
な
か
な
か
思

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

★
健
康
最
前
線
、「
病
は
口
か
ら
」

舌
に
対
し
て
の
視
点
を
新
し
く
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。

★
福
祉
の
ひ
ろ
ば
、
ナ
カ
ジ
マ

薬
局
の
サ
ー
ビ
ス
が
高
齢
者
の

見
守
り
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
は
、
心
強
く
素
晴
ら

し
い
取
組
み
だ
と
思
う
。

★
歴
史
探
訪
、
町
村
金
弥
初
代

農
場
長
が
ア
イ
ヌ
の
人
と
共
に
熊

牛
か
ら
旭
川
ま
で
踏
査
し
、
鉄
道

開
通
に
貢
献
し
た
話
は
、
ま
た
一

つ
開
拓
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
当
時
の
人
々
の
命
が
け
の

功
績
の
上
に
、
今
の
暮
ら
し
が
あ

る
と
感
じ
た
。

★
北
海
道
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
の

「
特
選
」
の
受
賞
、
日
頃
の
取
組

み
が
実
を
結
ん
だ
結
果
だ
と
思

う
。
町
の
宣
伝
に
も
つ
な
が
っ
た

の
で
は
。
今
後
も
楽
し
み
に
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

★
表
紙
・
裏
と
も
華
や
か
な
成
人

式
の
写
真
。
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
感

染
対
策
を
し
な
が
ら
無
事
に
行
わ

れ
て
良
かっ
た
と
思
う
。
同
級
生
と

の
再
会
な
ど
楽
し
い
雰
囲
気
が
伝

わ
って
き
た
。
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
は
い

い
案
だ
と
思った
。

★
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
と

て
も
素
敵
で
良
か
っ
た
。

★
写
真
が
小
さ
く
て
見
に
く
か
っ

た
の
が
と
て
も
残
念
。

★
転
入
・
転
出
の
特
集
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
記
事
で
、
担
当
者
も
登
場

し
て
い
て
親
し
み
や
す
い
。

★
４
月
の
転
入
・
転
出
の
時
期
を

迎
え
て
、
こ
の
よ
う
な
説
明
が
あ

る
こ
と
は
大
変
良
い
こ
と
だ
と
思

う
。

★
必
要
な
こ
と
が
大
き
な
字
で

ス
ッ
キ
リ
と
ま
と
め
ら
れ
て
わ
か

り
や
す
か
っ
た
。

★
マ
ン
ガ
調
で
始
ま
っ
た
の
で
心

が
ほ
ぐ
れ
た
。
読
ん
で
み
よ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。

★
ど
こ
か
の
町
で
は
、
転
入
・
転

出
時
に
、
一
括
し
て
保
育
所
や
学

広
報
モ
ニ
タ
ー

広
報
モ
ニ
タ
ー

　 

誕 

生

増
永　�

実み
の
り莉���

ち
や
ん
（
竜
弥�

／�

陽
花
）

村
山　�

心み

ゆ優���

ち
や
ん
（
雅
則�

／�

千
里
）

大
椋　�

渚な
ぎ
さ咲���

ち
や
ん
（
陽
平�

／�

和
香
菜
）

 

短 

歌

三
月
の
来
な
ば
飯は

ん
だ
い台

に
種た

ね
ま
め豆

を

　

広
げ
て
家
族
総
出
で
豆
選よ

り
し
日
の
顕た

つ 

坂
下
洋
子

窓
越
し
の
つ
ら
ら
は
伸
び
て
光
る
朝

  

今
日
は
大
寒
ゴ
ー
ル
は
節
分   　
　
　

 

藤
原
静
子

早
朝
に
洗
濯
物
を
干
し
お
れ
ば

  

薄
白
き
月
よ
吾
を
見
る
が
に　

    　

 

村
谷
三
恵

大
雪
は
難
儀
な
れ
ど
も
庭
の
木
　々

　

小
麦
も
畑
で
春
ま
で
お
休
み　

     

森
山
ヤ
ヨ
イ

厳
寒
に
は
鉢
の
花
々
に
覆
い
着
せ
る

　

子
育
て
の
ご
と
咲
か
せ
て
居
り
ぬ 　
　

 

田
村
徳
子

目
覚
む
れ
ば
び
っ
く
り
仰
天
雪
二
尺

  

自
然
の
営
み
空
見
上
ぐ
の
み   　

 　
　

宗
像
三
郎

雀
ら
の
喧
騒
突
い
て
四し

じ
ゅ
う
が
ら

十
雀　

  

ひ
ま
わ
り
の
種
素
早
く
ゲ
ッ
ト   　
　

大
石　

尚

凍い

て
し
ま
ゝ
う
す
紅
残
し
き
さ
ら
ぎ
の　

　

空
に
散
り
遅
く
る
一
輪
の
バ
ラ　

     

橋
本
佳
代
子

ち
ょ
う
み
ん
作
品
館

短
歌
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

【
玲
瓏
短
歌
会
】

　 

結 

婚

神 

谷　 

歷 

さ
ん
♡
小
山 

明
寿
己 

さ
ん

■
農
場
要
覧 

【
十
勝
開
墾
株
式
会
社 

１
９
１
８  

        

（
大
正
7
）
年
発
行
】

　

開
道
50
年
記
念
北
海
道
博
覧
会
の
開
催

を
機
に
作
製
さ
れ
、
事
業
開
始
の
動
機
や

道
半
ば
の
農
場
の
現
況
を
伝
え
て
い
ま
す
。

■
渋
沢
栄
一
92
年
の
生
涯 

全
４
巻 

    

【
白し

ら
い
し石

喜き

た

ろ

う

太
郎
著  

国
書
刊
行
会 

２
０
２
０

       

（
令
和
2
） 

年
発
行
】

　

原
本
は
１
９
３
３
（
昭
和
8
）
年
、
刀と

う
こ
う江

書し
ょ
い
ん院

発
行
「
渋
沢
栄
一
翁
」
全
１
巻
で
す
。

　

著
者
は
渋
沢
栄
一
の
秘
書
。
本
書
は
雑
誌

連
載
中
の
文
を
目
に
し
た
栄
一
が
、
不
備
な

る
点
を
示
教
し
た
後
に
出
版
さ
れ
た
伝
記
で

す
。
秋
の
巻
で
は
十
勝
開
墾
会
社
に
つ
い
て

の
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。

■
吉
田
嘉
市
先
生
小
伝
【
杉
野
直
次
著  

    

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
発
行
】

　

第
三
代
農
場
長
吉
田
嘉
市
の
還
暦
を

祝
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
。
開
墾
地
の
農

場
経
営
に
つ
い
て
、
強
い
信
念
と
具
体
の
計

画
を
持
っ
て
農
場
長
を
引
き
受
け
た
人
間
嘉

市
の
全
貌
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
読
み
や
す

い
現
代
語
版
も
あ
り
ま
す
。

■
熊
牛
開
拓
70
年
記
念
史
【
熊
牛
農
業
協
同

　

組
合
１
９
６
４
（
昭
和
39)

年
発
行
】

　

農
地
解
放
の
顛
末
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
小
作
人
の
声
に
耳
を
傾
け
迅
速
に

対
応
し
た
北
海
道
庁
担
当
者
の
行
動
と
道

理
あ
る
英
断
は
痛
快
で
す
。

■ 

開
拓
70
周
年
記
念
誌
「
松
沢
開
拓
農
民

の
歩
み
」【
飛
岡
久
編
集 

１
９
７
０
（
昭
和

45)

年
発
行 

】

　

宮
城
県
黒
川
郡
大
松
沢
村
か
ら
十
勝
開

墾
会
社
の
小
作
人
と
し
て
入
地
し
た
開
拓

移
民
家
族
の
苦
労
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
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「熊牛開拓 70 年記念史」「熊牛開拓 70 年記念史」
(( 昭和 39 年発行 )昭和 39 年発行 )

 電話予約により

休日に住民票などを

受け取ることができます

■受け取りできるもの
  住民票、印鑑登録証明書、
　戸籍の附票
■電話予約受付
   月～金曜日（閉庁日を除く）　 　　
 　８時45分～17 時30 分
■予約先　
  　　町民生活課（℡62-1151）
 　　御影支所（℡63-2111)



３/16～４/15３/16～４/15

あ

が

と

き

人口  9,124 人人口  9,124 人 （（-6-6））

男  4,500 人（+6）　女 4,624 人（-12）男  4,500 人（+6）　女 4,624 人（-12）
世帯数  4,657（-7）世帯数  4,657（-7）
令和４年２月末現在 （　）は前月比令和４年２月末現在 （　）は前月比

役場＝清水町役場　　文セ＝文化センター　　御支＝御影支所　　保セ＝保健福祉センター　　図書＝図書館
ハモ＝ハーモニープラザ　　町体＝清水町体育館　　アリ＝アイスアリーナ　　改善＝改善センター
消防＝清水消防署　　し保＝しみず保育所　　御こ＝御影こども園　　幼稚＝幼稚園
清小＝清水小学校　　御小＝御影小学校　　清中＝清水中学校　　御中＝御影中学校

　

２
月
22
日
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
５
名
の

皆
さ
ん
の
顕
彰
授
与
式
に
出
席
し
ま

し
た
。
同
授
与
式
は
、
社
会
福
祉
向

上
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
社
会
福
祉

協
議
会
が
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
の
皆
さ
ん
も
私
が
保
健

福
祉
課
長
時
代
に
同
委
員
を
依
頼

し
た
経
緯
が
あ
り
、
平
成
22
年
12

月
か
ら
11
年
以
上
に
わ
た
り
任
務

に
就
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

「
こ
う
い
う
形
で
祝
辞
を
述
べ
る

こ
と
に
な
る
と
は
不
思
議
な
巡
り
あ

わ
せ
で
す
ね
。」
と
の
言
葉
を
添
え

て
祝
福
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
町
の
社
会
福
祉

の
た
め
に
益
々
の
ご
活
躍
を
お
願

い
し
ま
す
。

町  

長  

の  

日  

記

■
牛
乳
消
費
拡
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
私
も
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
足
を
運
び
、
乳

製
品
を
購
入
し
、
料
理
等

に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
職
員
の
方
に
お
話
を

伺
う
と
生
乳
廃
棄
の
懸
念

は
春
先
ま
で
続
く
と
の
こ

と
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

イ
ベ
ン
ト
が
終
了
し
た
後

も
、
少
し
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
も
消
費
拡
大
に
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　　
　
　
　
（
下
保
）

３/16 水

17 木
■運転免許更新時講習
　（文セ優良 13 時 30 分、 一般 14 時 30 分、
 　違反 16 時）

18 金
■図書館除籍済み資料 ・ 雑誌無償提供

　　～ 25 日まで （図書 10 時）

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木 ■清水 ・ 御影小学校卒業式

25 金

26 土 ■おはなし会 （図書 11 時 30 分）

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

４/1 金

2 土

3 日
■エントランスホール展 「お着物再生 ゆびの音作
品展」 ～ 28 日まで （図書 10 時）

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

■町民と町長のふれあいトーク （役場 9 時）

■清水 ・ 御影小学校入学式

■清水 ・ 御影中学校入学式

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金
■図書館除籍済み資料 ・ 雑誌無償提供

　　～ 21 日まで （図書 10 時）

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、 行事が中止 ・ 延期になる可能性がありますので、 ご了承願います。

■
先
月
、
２
月
号
の
特
集

を
担
当
し
、
あ
ら
た
め
て

紙
面
の
内
容
構
成
や
レ

イ
ア
ウ
ト
っ
て
難
し
い
も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
読

ん
で
く
れ
る
人
が
必
要
と

な
り
そ
う
な
情
報
を
ど
う

や
っ
て
「
わ
か
り
や
す
く
」

伝
え
る
の
か
が
、
今
後
、

広
報
紙
を
作
る
に
あ
た
っ

て
の
自
分
の
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。こ
の
課
題
を
胸
に
、

こ
の
ご
時
世
と
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
、
体
調
管
理

第
一
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
（
中
澤
）

じょうほう瓦版
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-認知症のしくみを町保健師が-認知症のしくみを町保健師が
講演-しみず学園で学習会「認講演-しみず学園で学習会「認
知症を学ぼう」が開催知症を学ぼう」が開催

２／１５

-新型コロナウイルスの感染対策に--新型コロナウイルスの感染対策に-
清水郵便局がパーテーションと清水郵便局がパーテーションと
ペーパータオルを町に寄贈ペーパータオルを町に寄贈

-四季折々の風景-四季折々の風景2626点を展示-点を展示-
エントランスホール展「村上俊彦油エントランスホール展「村上俊彦油
彩画展　四季の清水」を開催彩画展　四季の清水」を開催

-初心者でも気軽に体験、晴天の-初心者でも気軽に体験、晴天の
なか心地よい汗を-歩くスキー講なか心地よい汗を-歩くスキー講
習会が開催習会が開催

２／５

２／２１

２／２

アイスキャンドル300個が点灯アイスキャンドル300個が点灯
牛乳の無料配布も実施牛乳の無料配布も実施

　

２
月
２
月
1313
日
、
冬
の
地
域
応
援
企
画

日
、
冬
の
地
域
応
援
企
画

（
御
影
青
年
部
平
成
О
Ｂ
会
主
催
）

（
御
影
青
年
部
平
成
О
Ｂ
会
主
催
）

と
し
て
、
御
影
多
目
的
公
園
及
び

と
し
て
、
御
影
多
目
的
公
園
及
び

御
影
神
社
で
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

御
影
神
社
で
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

の
点
灯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
点
灯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　
訪
れ
た
人
は
キ
ャ
ン
ド
ル
の
幻
想

　　
訪
れ
た
人
は
キ
ャ
ン
ド
ル
の
幻
想

的
な
光
に
「
と
て
も
き
れ
い
で
、
見

的
な
光
に
「
と
て
も
き
れ
い
で
、
見

て
い
て
心
が
癒
さ
れ
る
。」
と
写
真

て
い
て
心
が
癒
さ
れ
る
。」
と
写
真

を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

　　
ま
た
、
牛
乳
消
費
拡
大
推
進
連

　　
ま
た
、
牛
乳
消
費
拡
大
推
進
連

絡
会
議
の
協
力
に
よ
り
、
会
場
に

絡
会
議
の
協
力
に
よ
り
、
会
場
に

訪
れ
た
先
着

訪
れ
た
先
着
5050
世
帯
に
対
し
、
牛

世
帯
に
対
し
、
牛

乳
１
リ
ッ
ト
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

乳
１
リ
ッ
ト
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

２/13
帯広地方法人会清水地区会が帯広地方法人会清水地区会が
学校図書学校図書 （２０７，５２６円分）（２０７，５２６円分） を寄贈を寄贈２/22

　　
２
月

　　
２
月
2222
日
、
町
内
各
小
中
学
校

日
、
町
内
各
小
中
学
校

へ
学
校
図
書
（
合
計
１
２
０
冊
）

へ
学
校
図
書
（
合
計
１
２
０
冊
）

を
寄
贈
し
た
、
帯
広
地
方
法
人
会

を
寄
贈
し
た
、
帯
広
地
方
法
人
会

清
水
地
区
会
（
谷
口
弘
幸
会
長
）

清
水
地
区
会
（
谷
口
弘
幸
会
長
）

に
対
し
、
町
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈

に
対
し
、
町
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　　
同
会
は
税
教
育
を
普
及
す
る
団

　　
同
会
は
税
教
育
を
普
及
す
る
団

体
で
、
日
頃
か
ら
租
税
教
室
や
税

体
で
、
日
頃
か
ら
租
税
教
室
や
税

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
取
り
組

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
町
内
小
・
中
学
校
に
対

ん
で
い
る
町
内
小
・
中
学
校
に
対

し
図
書
の
寄
贈
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

し
図
書
の
寄
贈
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　　
生
徒
は
本
を
手
に
取
り
「
本
が

　　
生
徒
は
本
を
手
に
取
り
「
本
が

増
え
て
う
れ
し
い
。
ぜ
ひ
読
ん
で

増
え
て
う
れ
し
い
。
ぜ
ひ
読
ん
で

み
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

み
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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　　リニューアルした　　リニューアルした
清水町公式ホームページを　　清水町公式ホームページを　　
　　ご活用ください！　　ご活用ください！

　　令和３年 12 月に、清水町公式令和３年 12 月に、清水町公式
ホームページを全面リニューアホームページを全面リニューア
ルしました。ルしました。
　新しいホームページは、スマー　新しいホームページは、スマー
トフォン対応や外国語表記などトフォン対応や外国語表記など
の機能も追加されています。の機能も追加されています。
　町の情報は町公式ホームペー　町の情報は町公式ホームペー
ジをぜひご覧ください！ジをぜひご覧ください！

←清水町公式←清水町公式
ホームページはホームページは
こちらから！こちらから！

山下教育長山下教育長 谷口会長谷口会長 太田玲亜太田玲亜さんさん
    （２年生）（２年生）

石丸晴菜石丸晴菜さんさん
    （２年生）（２年生）

【感謝状の贈呈式は御影中学校図書室で実施】【感謝状の贈呈式は御影中学校図書室で実施】

当日出席された皆さんと一緒に撮影当日出席された皆さんと一緒に撮影

浪江郵便局長浪江郵便局長



月
号
月
号

広
報
し
み
ず
７
５
７
号

広
報
し
み
ず
７
５
７
号

学
習
情
報
ゆ
う
・
え
る
４
８
０
号

学
習
情
報
ゆ
う
・
え
る
４
８
０
号

３３

●
発
行
　北
海
道
清
水
町
　●
編
集
　企
画
課
広
報
広
聴
係
　

●
発
行
　北
海
道
清
水
町
　●
編
集
　企
画
課
広
報
広
聴
係
　☎
０
１
５
６

☎
０
１
５
６( ( 

6262))

２
１
１
４

２
１
１
４

●
発
行
・
編
集
　清
水
町
教
育
委
員
会
　　　　　　　　　

●
発
行
・
編
集
　清
水
町
教
育
委
員
会
　　　　　　　　　         

         

☎
０
１
５
６

☎
０
１
５
６((

6262) ) 

５
１
１
５

５
１
１
５

◆
北
海
道
清
水
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

◆
北
海
道
清
水
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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清
水
町
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
、
う
れ

清
水
町
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
、
う
れ

し
か
っ
た
。」
と
、
来
町
で
き
る
日
を

し
か
っ
た
。」
と
、
来
町
で
き
る
日
を

ず
っ
と
心
待
ち
に
し
て
い
た
と
話
し
て

ず
っ
と
心
待
ち
に
し
て
い
た
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

く
れ
ま
し
た
。

アア
シ
ュ
リ
ー
さ
ん
は
主
に
清
水
中

シ
ュ
リ
ー
さ
ん
は
主
に
清
水
中

学
校
で
の
英
語
授
業
の
指
導
助

学
校
で
の
英
語
授
業
の
指
導
助

手
を
務
め
て
い
る
ほ
か
、
清
水
小
学
校

手
を
務
め
て
い
る
ほ
か
、
清
水
小
学
校

で
も
週
２
回
程
度
英
語
を
教
え
て
い

で
も
週
２
回
程
度
英
語
を
教
え
て
い

「
子
ど
も
た
ち
の
英
会
話
が

「
子
ど
も
た
ち
の
英
会
話
が

　　　上
達
す
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
」

　　　上
達
す
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
」  

清清
水
に
来
て
約
４
か
月
が
経
ち
、

水
に
来
て
約
４
か
月
が
経
ち
、

本
町
で
の
生
活
に
も
少
し
ず

本
町
で
の
生
活
に
も
少
し
ず

つ
慣
れ
て
き
た
様
子
の
ア
シ
ュ
リ
ー

つ
慣
れ
て
き
た
様
子
の
ア
シ
ュ
リ
ー

さ
ん
。「
今
後
は
書
道
な
ど
の
日
本

さ
ん
。「
今
後
は
書
道
な
ど
の
日
本

文
化
も
体
験
し
て
み
た
い
。
皆
さ
ん
、

文
化
も
体
験
し
て
み
た
い
。
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！
」
と
に
っ
こ
り
笑
顔
で
話
し
て

す
！
」
と
に
っ
こ
り
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

く
れ
ま
し
た
。

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
英
語
に
興
味

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
英
語
に
興
味

を
持
っ
て
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

を
持
っ
て
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

姿
を
見
て
、「
英
会
話
が
上
達
す
る

姿
を
見
て
、「
英
会
話
が
上
達
す
る

お
手
伝
い
を
し
た
い
。
英
単
語
の
な

お
手
伝
い
を
し
た
い
。
英
単
語
の
な

か
に
は
発
音
が
難
し
い
も
の
も
あ
る

か
に
は
発
音
が
難
し
い
も
の
も
あ
る

の
で
、
繰
り
返
し
丁
寧
に
教
え
て
い

の
で
、
繰
り
返
し
丁
寧
に
教
え
て
い

き
た
い
。」
と
話
し
、
ま
た
「
毎
日
、

き
た
い
。」
と
話
し
、
ま
た
「
毎
日
、

子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
こ
と
は
と

子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
こ
と
は
と

て
も
楽
し
い
。」
と
や
り
が
い
を
感

て
も
楽
し
い
。」
と
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

本本
町
に
は
ご
主
人
と
居

町
に
は
ご
主
人
と
居

住
さ
れ
て
お
り
、「
清

住
さ
れ
て
お
り
、「
清

水
の
気
候
は
出
身
地
の
ミ

水
の
気
候
は
出
身
地
の
ミ

シ
ガ
ン
州
と
そ
ん
な
に
変

シ
ガ
ン
州
と
そ
ん
な
に
変

わ
ら
な
い
た
め
過
ご
し
や

わ
ら
な
い
た
め
過
ご
し
や

す
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま

す
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
本
町
で
体
験
し
た

し
た
。
本
町
で
体
験
し
た

い
こ
と
を
尋
ね
る
と
、
お

い
こ
と
を
尋
ね
る
と
、
お

二
人
と
も
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

二
人
と
も
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

な
よ
う
で
、「
ハ
イ
キ
ン
グ

な
よ
う
で
、「
ハ
イ
キ
ン
グ

や
登
山
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
体
験

や
登
山
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
体
験

し
た
い
。」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

し
た
い
。」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
好
き
な
日
本
食
は
ラ
ー
メ
ン

ま
た
、
好
き
な
日
本
食
は
ラ
ー
メ
ン

と
お
寿
司
だ
そ
う
で
、
そ
の
調
理
に

と
お
寿
司
だ
そ
う
で
、
そ
の
調
理
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

アア
シ
ュ
リ
ー
さ
ん
は
学
生
の
頃

シ
ュ
リ
ー
さ
ん
は
学
生
の
頃

か
ら
日
本
の
文
化
に
興
味
を

か
ら
日
本
の
文
化
に
興
味
を

持
っ
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
ク

持
っ
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
大
学
で
日
本
語

ラ
ン
ド
大
学
で
日
本
語

を
学
び
、
在
学
中
に
は

を
学
び
、
在
学
中
に
は

来
日
し
て
滋
賀
県
に
１

来
日
し
て
滋
賀
県
に
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フォーカスフォーカス  
この人をこの人を  

　　　★プロフィール★

アメリカミシガン州シェルビー
タウンシップ出身。２５歳。

２０１９年にアメリカのオーク
ランド大学を卒業。

ご主人のジョセフさんとともに
清水町に居住。

好きな日本食はラーメン・
お寿司

清水中学校２清水中学校２
年生との英語年生との英語
授業の様子。授業の様子。
生徒たちとの生徒たちとの
交流も楽しい交流も楽しい
と話すアシュと話すアシュ
リーさん。リーさん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  英語指導助手英語指導助手

 アシュリー ・ シャフォーン アシュリー ・ シャフォーン  さんさん


